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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生装置にデータを再生させる再生制御装置であって、
　　前記再生装置が所定の条件を満たしたか否かを判断するための判断手段と、
　　前記判断手段によって前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断されたときに、前
記再生装置の姿勢を検出する姿勢検出手段の検出結果に基づいて前記再生装置の設定を切
り替える制御手段と、
　を有し、
　前記判断手段は、前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示
が与えられた場合に、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　前記制御手段は、表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制
御し、
　前記判断手段は、前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から
前記スクリーンセイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示
手段に表示されている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断
する
　再生制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段が切り替える設定は、データを表示する表示手段の表示方向であり、当該
表示方向は前記姿勢検出手段の検出結果に予め対応付けられる
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　請求項１に記載の再生制御装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記姿勢検出手段の検出結果が所定の期間同一である場合に、前記表
示手段に表示されたデータを予め対応付けられた表示方向に表示するように前記表示手段
を制御する
　請求項２に記載の再生制御装置。
【請求項４】
　前記再生装置に電力を供給する電源手段を更に備え、
　前記判断手段は、前記電源手段から前記再生装置への電力供給が開始されたときに、前
記再生装置が所定の条件を満たしたと判断する
　請求項１から３のいずれか一項に記載の再生制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段が切り替える設定は、前記姿勢検出手段の検出結果に基づいて前記操作手
段の複数の操作釦に割り当てられた定義であり、
　前記制御手段は、前記操作手段の複数の操作釦に割り当てられた定義を切り替えること
によって前記操作手段の複数の操作釦の機能を切り替える
　請求項１に記載の再生制御装置。
【請求項６】
　前記制御手段は更に、前記姿勢検出手段の検出結果が所定の期間同一である場合に、前
記操作手段における複数の操作釦の機能を切り替えるように制御する
　請求項５に記載の再生制御装置。
【請求項７】
　前記再生制御装置に電力を供給する電源手段を更に備え、
　前記判断手段は、前記電源手段から前記再生装置への電力供給が開始されたときに、前
記再生装置が所定の条件を満たしたと判断する
　請求項５または６に記載の再生制御装置。
【請求項８】
　再生装置の再生制御方法であって、
　　前記再生装置が所定の条件を満たしたか否かを判断する判断ステップと、
　　前記判断ステップにおいて前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断されたとき、
前記再生装置の姿勢を検出する姿勢検出ステップと、
　　表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制御するステップ
Ｓと、
　　前記検出された前記再生装置の姿勢に基づいて、前記再生装置の設定を切り替える設
定切替ステップと、
　を有し、
　前記判断ステップにおいて、
　　前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示が与えられたと
き、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　　前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から前記スクリーン
セイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示手段に表示され
ている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断する
　再生制御方法。
【請求項９】
　前記設定切替ステップにおいて、前記制御手段が切り替える設定は、表示手段に表示さ
れるデータの表示方向であり、当該表示方向は前記姿勢検出手段の検出結果に予め対応付
けられる
　請求項８に記載の再生制御方法。
【請求項１０】
　前記姿勢検出ステップにおける検出結果が所定の期間同一であることを確認する確認ス
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テップを更に備え、
　前記確認ステップにおいて前記姿勢検出ステップにおける検出結果が所定の期間同一で
あった場合に、前記設定切替ステップにおいて前記再生装置の前記表示手段に表示される
データの表示方向を切り替える
　請求項９に記載の再生制御方法。
【請求項１１】
　前記判断ステップにおいて、前記再生装置に電力を供給する電源手段から前記再生装置
への電源供給が開始されたときに、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断する
　請求項９から１０のいずれか一項に記載の再生制御方法。
【請求項１２】
　前記設定切替ステップにおいて、前記姿勢検出ステップの検出結果に基づいて前記再生
手段が備える操作手段の複数の操作釦に割り当てられた定義を切り替えることで、前記操
作手段の複数の操作釦の機能を切り替える
　請求項８から１１のいずれか一項に記載の再生制御方法。
【請求項１３】
　前記姿勢検出ステップにおいて姿勢が検出されなかった場合に、前記表示手段に前回終
了時の表示画面の方向でメニュー画面を表示するステップを更に有する
　請求項８から１２のいずれか一項に記載の再生制御方法。
【請求項１４】
　再生装置にデータを再生させる再生制御システムであって、
　　前記再生装置が所定の条件を満たしたか否かを判断するための判断手段と、
　　前記判断手段によって前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断されたときに、前
記再生装置の姿勢を検出する姿勢検出手段の検出結果に基づいて前記再生装置の設定を切
り替える制御手段と、
　を有し、
　前記判断手段は、前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示
が与えられた場合に、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　前記制御手段は、表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制
御し、
　前記判断手段は、前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から
前記スクリーンセイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示
手段に表示されている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断
する
　再生制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリーで動作するデータ再生装置の設定切替方法、バッテリーで動作す
る設定切替装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、携帯電話やＰＤＡ(Personal Digital Assistant)などの携帯型再生装置には、
当該再生装置の姿勢を検出し、ディスプレイに表示する画像の向きを上記検出した姿勢に
応じて自動的に切り換えるものがある。
　当該ディスプレイに表示する画像の向きの切り換えは、表示メモリを書き換えることに
よって実現する。
　上述した携帯型再生装置では、上記ディスプレイに表示する画像の向きの切り換えを常
時行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１９６３９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の携帯型再生装置では、機器の姿勢の変化に応じて常に画
像の向きを切り換えるため、当該切り換えに伴い表示メモリの書き換え動作が頻繁に生じ
ることがあり、消費電力が大きいという問題がある。
【０００５】
　本発明は上述した従来技術の問題点を解決するために、再生装置の姿勢に応じて画像の
向きを制御でき、しかも消費電力を従来に比べて抑えることができる再生装置、画面制御
方法、プログラムおよび記録媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、再生装置にデータを再生させる再生制御装置であって、前記再生装置
が所定の条件を満たしたか否かを判断するための判断手段と、前記判断手段によって前記
再生装置が所定の条件を満たしたと判断されたときに、前記再生装置の姿勢を検出する姿
勢検出手段の検出結果に基づいて前記再生装置の設定を切り替える制御手段とを有し、
　前記判断手段は、前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示
が与えられた場合に、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　前記制御手段は、表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制
御し、
　前記判断手段は、前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から
前記スクリーンセイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示
手段に表示されている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断
する、
　再生制御装置が提供される。
【０００７】
　また本発明によれば、再生装置の再生制御方法であって、前記再生装置が所定の条件を
満たしたか否かを判断する判断ステップと、前記判断ステップにおいて前記再生装置が所
定の条件を満たしたと判断されたとき、前記再生装置の姿勢を検出する姿勢検出ステップ
と、表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制御するステップ
Ｓと、前記検出された前記再生装置の姿勢に基づいて、前記再生装置の設定を切り替える
設定切替ステップとを有し、
　前記判断ステップにおいて、
　　前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示が与えられたと
き、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　　前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から前記スクリーン
セイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示手段に表示され
ている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断する、
　再生制御方法が提供される。
　また本発明によれば、再生装置にデータを再生させる再生制御システムであって、前記
再生装置が所定の条件を満たしたか否かを判断するための判断手段と、前記判断手段によ
って前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断されたときに、前記再生装置の姿勢を検
出する姿勢検出手段の検出結果に基づいて前記再生装置の設定を切り替える制御手段とを
有し、
　前記判断手段は、前記再生装置に対して前記設定の切り替えの制限を解除する操作指示
が与えられた場合に、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断し、
　前記制御手段は、表示手段にスクリーンセイバ画面を表示するように前記表示手段を制
御し、
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　前記判断手段は、前記スクリーンセイバ画面が前記表示手段に表示されている状態から
前記スクリーンセイバ画面が表示される前に前記表示手段に表示されたデータが前記表示
手段に表示されている状態に変化するとき、前記再生装置が所定の条件を満たしたと判断
する、
　再生制御システムが提供される。

【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、再生装置の姿勢に応じて画像の向きを制御でき、しかも消費電力を従
来に比べて抑えることができる再生装置、設定切替方法および設定切替装置を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係わる携帯型オーディオプレーヤの全体構成図であ
る。
【図２】図２は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの正面側の構成図である。
【図３】図３は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤを基準とした相対座標の座標軸を
基準としてＸ、Ｙ、Ｚ軸を規定した図である。
【図４】図４は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの正面側の十字キーと操作キーを
説明するための図である。
【図５】図５は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの姿勢を説明するための図である
。
【図６】図６は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの姿勢とディスプレイに表示され
る画像データとの関係を示した図である。
【図７】図７は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤのディスプレイに表示する画面の
切り換えに応じて、十字キーの操作キーの定義を割り当てることで機能を切り換える場合
を例示した図である。
【図８】図８は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの電源がオンからオフに切り替わ
った場合の動作例を説明するためのフローチャートである。
【図９】図９は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤが落下した場合の動作例を説明す
るためのフローチャートである。
【図１０】図１０は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤの姿勢検出の際の制御回路に
よる処理を説明するためのフローチャートである。
【図１１】図１１は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤにおける画面向き切り替え処
理を説明するためのフローチャートである。
【図１２】図１２は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤにおける画面向き切り替え処
理を説明するためのフローチャートである。
【図１３】図１３は、図１に示す携帯型オーディオプレーヤにおける画面向き切り替え処
理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態に係わる携帯型オーディオプレーヤについて説明する。
　＜第１実施形態＞
　先ず、本実施形態の構成要素と、本発明の構成要素との対応関係を説明する。
　図１に示すディスプレイ２３が本発明のディスプレイである。
　図１に示す処理回路３３が本発明の姿勢検出手段である。
　図１に示す制御回路４７が本発明の制御手段である。
　図１に示す操作キー４１が本発明の操作手段である。
　図１に示すプログラムＲＰＧが本発明のプログラムである。
　図１に示すメモリ４５が、本発明の記録媒体である。本発明の記録媒体は、半導体メモ
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リ、光ディスク、光磁気ディスク、磁気ディスクなどである。
　図８に示すステップＳＴ１１が本発明の第１の工程または第１の手順である。
　また、図８に示すステップＳＴ１４が本発明の第２の工程または第２の手順である。
　また、図８に示すステップＳＴ１５，ＳＴ１７が本発明の第３の工程または第３の手順
である。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態に係わる携帯型オーディオプレーヤ１の全体構成図である。
　図１に示すように、携帯型オーディオプレーヤ１は、例えば、記録ディスクドライブ１
１、再生処理回路１６、オーディオ出力部１７、ヘッドフォン端子１８、表示メモリ２１
、ディスプレイ２３、加速度センサおよび重力加速度センサ３１、処理回路３３、操作キ
ー４１、電源回路４８、メモリ４５、並びに制御回路４７を有する。
　図１に示す各構成は、例えば、図２に示すように、薄板状の筐体５１内に収容されてい
る。
【００１２】
　［記録ディスクドライブ１１］
　記録ディスクドライブ１１は、例えば、Hard Disk Drive(ＨＤＤ)であり、記録ディス
ク１３、ヘッド１４およびヘッド退避部１５を有する。
　記録ディスク１３は、例えば、磁気ディスクである。記録ディスク１３には、楽曲デー
タ、楽曲データに付随するアーティスト名やアルバム名などの付随データ、楽曲データを
管理するプレイリストなどの楽曲管理データ、記録データを管理する記録管理データなど
が記録される。
　ヘッド１４は、記録ディスク１３から楽曲データを読み出して再生処理回路１６に出力
する。
　ヘッド１４は、記録ディスク１３に対してアクセスを行わない状態では、ヘッド退避部
１５に保持される。ヘッド退避部１５では、ヘッド１４は固定されて保持されるため、携
帯型オーディオプレーヤ１に衝撃が加わっても、ヘッド１４が記録ディスク１３の記録領
域に損傷を加えることはない。
　そして、記録ディスク１３に対してアクセスを行う際に、ヘッド１４は固定が解除され
、ヘッド退避部１５から記録ディスク１３に向けて移動する。
　ヘッド１４は、制御回路４７の制御を基に、記録ディスク１３内の指定されたアドレス
から楽曲データ、付随データ、楽曲管理データ、記録管理データなどを読み出して再生処
理回路１６に出力する。
【００１３】
　［再生処理回路１６］
　再生処理回路１６は、ヘッド１４が記録ディスク１３から読み出した楽曲データをバッ
ファメモリＢＵＦに書き込み、バッファメモリＢＵＦから楽曲データを読み出して再生処
理を行い、再生信号をオーディオ出力部１７に出力する。
　また、再生処理回路１６は付随データ、楽曲管理データ、記録管理データなど、オーデ
ィオ出力する楽曲データ以外で楽曲の再生に必要な情報を、制御回路４７へ出力する。
　［オーディオ出力部１７］
　オーディオ出力部１７は、再生処理回路１６から出力された再生信号を増幅して、図２
に示すヘッドフォン端子１８を介してヘッドフォンに出力する。
【００１４】
　［表示メモリ２１］
　表示メモリ２１は、ディスプレイ２３に表示する画面に応じた画像データを記憶するメ
モリである。表示メモリ２１には、画像データが、制御回路４７によって書き込まれる。
表示メモリ２１に書き込まれたデータは、ディスプレイ２３へ出力される。
　［ディスプレイ２３］
　ディスプレイ２３は、液晶ディスプレイや、Organic electro luminescenceなどであり
、表示メモリ２１に書き込まれた画像データを表示する。
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【００１５】
　［表示部２４］
　表示部２４は、表示メモリ２１とディスプレイ２３の機能とを備えたモジュールである
。
【００１６】
　［操作キー４１］
　操作キー４１は、例えば、図２、図３、図４等に示すように、十字キーＫ１、ＳＥＡＲ
ＣＨ／ＭＥＮＵキーＫ２、停止キーＫ３、音量増キーＫ４、音量減キーＫ５、ＨＯＬＤキ
ーＫ２０、電源キーＫ２１などである。
　十字キーＫ１は、操作キーＫ１０、Ｋ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４を備える。
　図３に示されるように携帯型オーディオプレーヤ１には携帯型オーディオプレーヤ１を
基準とした相対座標Ｘ，Ｙ，Ｚが規定されている。この携帯型オーディオプレーヤ１を基
準とした相対座標から考えると、十字キーＫ１は、操作キーＫ１０に対してＫ１１、Ｋ１
２、Ｋ１３、Ｋ１４の何れかがそれぞれ＋Ｚ、－Ｘ、－Ｚ、＋Ｘ方向に位置するように構
成されている。
　また、同様に携帯型オーディオプレーヤ１を基準とした相対座標から考えると、操作キ
ー４１はディスプレイ２３に対して－Ｚ方向に設けられている。
【００１７】
　［加速度センサおよび重力加速度センサ３１］
　図３に示すように携帯型オーディオプレーヤ１には携帯型オーディオプレーヤ１を基準
とした相対座標の座標軸としてＸ，Ｙ，Ｚ軸が規定されている。なお、この相対座標の原
点とディスプレイ２３の表示面の中心は、Ｙ軸から見て一致するように規定されている。
加速度センサおよび重力加速度センサ３１は、このＸ，Ｙ，Ｚ軸におけるＸ，Ｙ，Ｚ方向
の加速度を検出し、Ｘ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｘと、Ｙ方向の加速度を示す加
速度信号Ａ＿Ｙと、Ｚ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｚとを処理回路３３に出力する
。特に重力以外の要因によって加速度を受けない状態では、このＸ，Ｙ，Ｚ方向の加速度
信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを足し合わせたものが、重力加速度による重力加速度信号Ａ
＿Gとなる。
　重力加速度の方向は、図３に示される携帯型オーディオプレーヤ１における相対座標Ｘ
，Ｙ，Ｚにおいては、携帯型オーディオプレーヤ１の傾きによって随時変化していく。し
かし、図４Ｓに示すように、重力方向を基準とした絶対座標Ｘ０，Ｚ０軸を定義した場合
、重力加速度の方向は常に、絶対座標の座標軸であるＺ０軸における‐Ｚ０方向とするこ
とができる。
【００１８】
　［処理回路３３］
　処理回路３３は、加速度センサおよび重力加速度センサ３１から出力された加速度信号
Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオプレーヤ１の落下検出処理と、姿勢検
出処理とを行う。処理回路３３は、加速度センサおよび重力加速度センサ３１から入力さ
れた加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚが設定された条件を満たしたとき、携帯型オーデ
ィオプレーヤ１が落下したと判断し、落下検出信号Ｓ３３ａを制御回路４７に出力する。
【００１９】
　加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを利用した落下判断の方法は、様々考えられる。例
えば、加速度センサおよび重力加速度センサ３１が携帯型オーディオプレーヤ１の重心に
位置している場合には、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚの合成信号が「０」を示した
ときに、携帯型オーディオプレーヤ１が落下したと判断するという方法もあり、本願では
これを実施例とする。
【００２０】
　また、処理回路３３は、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオ
プレーヤ１の姿勢が、図５（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴ
ＡＴＥ３の何れであるかを検出する。
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　先にも説明したように、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを足し合わせたものは、重
力以外の要因によって加速度を受けない状態では、重力加速度による重力加速度信号Ａ＿
Gとなる。この重力加速度方向は-Ｚ０方向と一致するために、携帯型オーディオプレーヤ
１の相対座標軸が、重力加速度方向を基準とした絶対座標軸に比べてどれだけ傾いている
かを判別することが可能となる。この傾きに基づいて、制御手段は携帯型オーディオプレ
ーヤ１の姿勢が、図５（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴ
Ｅ３の何れであるかを検出する。
【００２１】
　ここで、図５（Ａ）及び（Ｄ）に示すように、姿勢ＳＴＡＴＥ１は、携帯型オーディオ
プレーヤ１の相対座標軸であるＸ軸が重力加速度方向を基準とした絶対座標軸であるＸ０
軸に対して±60°傾いているときの携帯オーディオプレーヤ１の姿勢である。即ち、ディ
スプレイ２３が操作キーＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５に対して+Ｚ０方向に位置する状
態である。
　また、姿勢ＳＴＡＴＥ２は、図５（Ｂ）及び（Ｄ）に示すように、携帯型オーディオプ
レーヤ１の相対座標軸であるＸ軸が重力加速度方向を基準とした絶対座標軸であるＸ０軸
に対して60°～180°で交わるときの携帯オーディオプレーヤ１の姿勢である。即ち、デ
ィスプレイ２３が操作キーＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５に対して+Ｘ０方向に位置する
状態である。
　また、姿勢ＳＴＡＴＥ３は、図５（Ｃ）及び（Ｄ）に示すように、携帯型オーディオプ
レーヤ１の相対座標軸であるＸ軸が重力加速度方向を基準とした絶対座標軸であるＸ０軸
が180°～300°で交わるときの携帯オーディオプレーヤ１の姿勢である。即ち、ディスプ
レイ２３が操作キーＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５に対して-Ｘ０方向に位置する状態で
ある。
【００２２】
　携帯型オーディオプレーヤ１のディスプレイ２３と操作キーＫ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、
Ｋ５の位置関係が、ＳＴＡＴＥ１，ＳＴＡＴＥ２，ＳＴＡＴＥ３の何れであるかを検出す
る際には、携帯型オーディオプレーヤ１のＹ軸方向の成分は必要ない。即ち、絶対座標軸
であるＸ０，Ｚ０軸における携帯型オーディオプレーヤ１のディスプレイ２３と操作キー
Ｋ１、Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５の位置関係は、携帯型オーディオプレーヤ１に設定された
相対座標軸のＸ，Ｚ軸にしか依存しない。このため処理回路３３は加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ
＿Ｚだけを用いて、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢を検出している。
　このため以上のような制御を行う場合には、加速度センサおよび重力加速度センサ３１
として、３軸加速度センサではなく、２軸加速度センサを用いてもよい。
　このようにして検出した姿勢を基に、処理回路３３は検出した姿勢がＳＴＡＴＥ１、Ｓ
ＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３の何れに当たるかを示す姿勢検出信号Ｓ３３ｂを制御回路４７
に出力する。例えば処理回路３３からは、ＳＴＡＴＥ１のときには１、ＳＴＡＴＥ２のと
きには２といった数字が制御回路４７へ出力される。
【００２３】
　［姿勢検出部３４］
　加速度センサおよび重力加速度センサ３１と処理回路３３における姿勢検出の機能とを
備えたモジュールである。
【００２４】
　［落下検出部３５］
　加速度センサおよび重力加速度センサ３１と処理回路３３における落下検出の機能とを
備えたモジュールである。
【００２５】
　［バッテリー４３］
　バッテリー４３は携帯オーディオプレーヤ１へ電力を供給する。
【００２６】
［電源回路４８］
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　電源回路４８は、制御回路４７から電源オン指示が入力されると、バッテリー４３から
の電力の供給を受け携帯型オーディオプレーヤ１に必要な電圧変換をおこなった後、携帯
型オーディオプレーヤ１の各構成に電力を供給し、制御回路４７から電源オフ指示が入力
されると、上記電力の供給を停止する。
【００２７】
［メモリ４５］
　メモリ４５は、ＲＯＭとＲＡＭで構成されており、ＲＯＭには書き換え不可能なＰＲＧ
や固定的なデータが記憶されており、ＲＡＭには作業用に一時的に記憶されるデータが記
憶される。
【００２８】
［制御回路４７］
　制御回路４７は、メモリ４５のＲＡＭから読み出したプログラムＰＲＧを実行し、本実
施形態で規定する携帯型オーディオプレーヤ１の動作を制御する。
　制御回路４７は、処理回路３３から落下検出信号Ｓ３３ａが入力されると、ヘッド１４
をヘッド退避部１５に退避させるように、記録ディスクドライブ１１を制御する。
　また、制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の電源がオフからオンに切り換わ
ると、処理回路３３からの姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢に対応する向きに画像がディスプレイ２３に表示されるように、表示メモリ２１に記憶
される画像データを書き換える。
【００２９】
　姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢とディスプレイ２３に
表示される画像データとの関係を図６（Ａ）、図６（Ｂ）、図６（Ｃ）、図６（Ｄ）に示
す。図６（Ｄ）は、重力加速度方向を基準とした絶対座標において、ディスプレイ２３の
－Ｘ０・＋Ｚ０の領域にＡ、＋Ｘ０・－Ｚ０領域にＢという文字が表示されている状態を
示している。このＡ、Ｂの文字は、重力加速度を基準とした絶対座標から考えた場合には
、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に関係なく常に同じ領域でディスプレイ２３に表示
されるように、制御回路４７によって制御されている。
　これに対して、図６（Ａ）、図６（Ｂ）、図６（Ｃ）は、携帯型オーディオプレーヤ１
の姿勢がそれぞれＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３であるときに、Ａ、Ｂが携
帯型オーディオプレーヤ１の相対座標においてどこに表示されているかを示している図で
ある。なおこの携帯オーディオプレーヤ１を基準とした相対座標Ｘ，Ｚ軸は、図３、図５
（Ａ）～（Ｃ）に示しているＸ，Ｚ軸と同じ軸である。重力加速度方向を基準とした絶対
座標において、ディスプレイ２３の－Ｘ０・＋Ｚ０方向にＡ、＋Ｘ０・－Ｚ０方向にＢと
表示される文字は、携帯オーディオプレーヤ１の相対座標においては、それぞれ以下のよ
うな座標領域に表示されることになる。
【００３０】
　ＳＴＡＴＥ１の場合は、－Ｘ・＋Ｚ領域にＡ、＋Ｘ・－Ｚ領域にＢと表示される。
　ＳＴＡＴＥ２の場合は、－Ｘ・－Ｚ領域にＡ、＋Ｘ・＋Ｚ領域にＢと表示される。
　ＳＴＡＴＥ３の場合は、＋Ｘ・＋Ｚ領域にＡ、－Ｘ・－Ｚ領域にＢと表示される。
【００３１】
　このように携帯オーディオプレーヤ１に表示される画像データは、絶対座標で考えた場
合に、絶対座標の座標領域が変化しないように、制御回路４７によって画像データが処理
される。ディスプレイ２３に表示される画像データは無数のドットの集合によって表示さ
れている。制御回路４７は携帯型オーディオプレーヤ１を基準とした相対座標におけるド
ットの位置を表す座標を座標変換する。なおこの際、重力加速度方向を基準とした絶対座
標から見た文字や画像の向きは変更されることがないように、画像データの処理が行われ
る。このようなドットの座標変換といった作業は、ＣＰＵパワーがかかるため電力消費が
極めて大きい。このように、制御回路４７は姿勢検出信号Ｓ３３ｂの示す携帯型オーディ
オプレーヤ１の姿勢に対応する向きになるように画像データを処理する。
【００３２】
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　本実施例においては、ディスプレイ２３によって表示される画像データを表示メモリ２
１に記憶させる段階で、姿勢検出信号Ｓ３３ｂの示す携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢
に対応する向きになるよう制御回路４７が画像データの処理を行っている。このようにす
ることで、ディスプレイ２３に表示される画像を、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オ
ーディオプレーヤ１の姿勢に対応する向きに切り換えることが可能になる。
　このような構成以外にも、例えば、表示メモリ２１に画像データの処理能力を持たせる
ことも可能である。このような場合には、姿勢検出信号Ｓ３３ｂの示す携帯型オーディオ
プレーヤ１の姿勢に対応する向きに画像がディスプレイ２３に表示されるように、表示メ
モリ２１が画像データを処理する。表示メモリ２１が画像データを処理することで、ディ
スプレイ２３に表示される画像を、姿勢検出信号Ｓ３３ｂの示す携帯型オーディオプレー
ヤ１の姿勢に対応する向きに切り換えることが可能になる。また、表示メモリ２１が画像
データを処理する場合には、予め画像データを姿勢検出信号Ｓ３３ｂの示す携帯型オーデ
ィオプレーヤ１の姿勢に対応する向きに処理して記憶しておき処理された画像データをデ
ィスプレイ２３へ出力しても良いし、画像データの処理を行いながらディスプレイ２３に
画像データを出力しても良い。
【００３３】
　また、制御回路４７は、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す姿勢に応じて十字キーＫ１の操作
キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４に割り当てる定義を切り換えることで、操作キーＫ
１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能を切り換える。
　また、制御回路４７は、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが姿勢ＳＴＡＴＥ１を示す場合には図７
（Ａ）に示すように十字キーＫ１の操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４に定義を割
り当てる。
　また、制御回路４７は、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが姿勢ＳＴＡＴＥ２を示す場合には図７
（Ｂ）に示すように十字キーＫ１の操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４に定義を割
り当てる。
　また、制御回路４７は、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが姿勢ＳＴＡＴＥ３を示す場合には図７
（Ｃ）に示すように十字キーＫ１の操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４に定義を割
り当てる。
　制御回路４７は、図７（Ａ）～（Ｃ）に示すように、携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢に応じて、操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４に定義を割り当てることで、操作
キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能を切り換える。これにより画面の向きが切り
換わっても、重力加速度方向を基準として＋Ｘ０方向、－Ｘ０方向、＋Ｚ０方向、－Ｚ０
方向に配置されている操作キーは常に同一の機能を持つことになる。このため、ユーザは
画面が切り換わった際にも、混乱することなく携帯型オーディオプレーヤ１の操作をおこ
なうことができる。
　なお、図７（Ａ）～（Ｃ）に示す定義リストは、例えば予めメモリ４５のＲＡＭに記憶
されているのもであっても良いし、操作キーの定義を切り換える際に携帯型オーディオプ
レーヤ１の姿勢に基づいて制御回路４７で生成しメモリ４５のＲＯＭに記憶するものであ
っても良い。
【００３４】
　携帯型オーディオプレーヤ１において、処理回路３３および制御回路４７の機能の全部
または一部は、電子回路として実現してもよいし、Central Processing Unit(ＣＰＵ)が
メモリ２１から読み出したプログラムＰＲＧを実行して実現してもよい。
【００３５】
　以下、携帯型オーディオプレーヤ１の動作例を説明する。
　［第１の動作例］
　以下、携帯型オーディオプレーヤ１の電源がオフからオンに切り換わった場合の動作例
を説明する。
　図８は、当該動作例を説明するためのフローチャートである。
【００３６】
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　ステップＳＴ１１：
　制御回路４７は、操作キー４１からの操作信号を基に、携帯型オーディオプレーヤ１の
電源回路４８をオフからオンに切り換える指示が入力されたか否かを判断し、入力された
と判断した場合はステップＳＴ１２に進む。
【００３７】
　ステップＳＴ１２：
　制御回路４７は、電源回路４８をオフからオンに切り換える。
　また、制御回路４７は、表示メモリ２１に電源投入時の初期アニメーション画像データ
を所定の方向で書き込む。これにより、ステップＳＴ１２，ＳＴ１３，ＳＴ１４、ＳＴ１
５、ＳＴ１６の処理が行われているときには、ディスプレイ２３にはアニメーション画像
が表示されることになる。
【００３８】
　ステップＳＴ１３：
　これにより、電源回路４８から加速度センサおよび重力加速度センサ３１への電力供給
が開始され、加速度センサおよび重力加速度センサ３１が初期設定動作を開始する。
【００３９】
　ステップＳＴ１４：
　加速度センサおよび重力加速度センサ３１は、初期設定動作終了後、Ｘ，Ｙ，Ｚ方向の
加速度を検出し、Ｘ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｘと、Ｙ方向の加速度を示す加速
度信号Ａ＿Ｙと、Ｚ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｚとを処理回路３３に出力する。
　処理回路３３は、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢が、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２
、ＳＴＡＴＥ３の何れであるかを検出する。
　処理回路３３は、上記検出した姿勢を示す姿勢検出信号Ｓ３３ｂを制御回路４７に出力
する。
【００４０】
ステップＳＴ１５：
　制御回路４７は、ステップＳＴ１４での姿勢の検出を数回繰り返して行うことで、ステ
ップＳＴ１４で検出された姿勢が所定期間保持されているかを判断し、保持されていると
判断された場合にはステップＳＴ１６に進む。また、姿勢が変化されたと判断された場合
には、再度ステップＳＴ１４に戻り携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢の検出を続ける。
　なお本実施例では、姿勢の検出を数回繰り返すことで携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢が保持されているか否かを判断したが、例えば一度携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢
を検出した後、所定期間後に再度携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢を検出し、二つの検
出結果に変化がなかった場合には携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢が保持されているも
のと判断しても良い。
【００４１】
　ステップＳＴ１６：
　制御回路４７は、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ステップＳ
Ｔ１３で処理回路３３から入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレ
ーヤ１の姿勢に対応する表示向きを特定する。
【００４２】
　ステップＳＴ１７：
　制御回路４７は、表示メモリ２１に書き込んだアニメーション画像データを消去し、デ
ィスプレイ２３に表示されているアニメーション画像の表示を終了させる。
【００４３】
　ステップＳＴ１８：
　制御回路４７は、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ステップＳ
Ｔ１３で入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に対
応する向きでメニュー画面が表示されるように、メニュー画面の画像データを表示メモリ
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２１に書き込む。
　これにより、ディスプレイ２３に、アニメーション画像に続いて、メニュー画面が表示
される。
【００４４】
　ステップＳＴ１９：
　制御回路４７は、処理回路３３から入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オー
ディオプレーヤ１の姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３に応じて、操作キー
Ｋ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の定義を、図７（Ａ）～（Ｃ）に示すように割り当てる
ことで、操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能を切り換える。
　以後、処理回路３３は、携帯型オーディオプレーヤ１の電源が次にオフからオンに切り
換わるまで、携帯型オーディオプレーヤ１の落下検出のみを行う。
　携帯型オーディオプレーヤ１が姿勢検出を行わないように制御する方法は様々考えられ
る。例えば、処理回路３３において携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢検出処理を行わな
いように制御回路４７によって制御する方法、処理回路３３における携帯型オーディオプ
レーヤ１の姿勢検出処理は行うが検出結果である姿勢検出信号Ｓ３３ｂを制御回路４７へ
出力しないという方法、処理回路３３においては携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢検出
処理を行い検出結果である姿勢検出信号Ｓ３３ｂを出力するが制御回路４７においてこの
姿勢検出信号Ｓ３３ｂを受信しないという方法などがある。消費電力を抑えるという意味
では、処理回路３３における姿勢検出処理を行わないように制御回路４７が制御すること
が最も良い。
【００４５】
　一般的に携帯型オーディオプレーヤ１などでは、カーソルのあったインデックスを横ス
クロールするなど、常に表示メモリ２１の一部の書き換えを行っている。しかし本発明は
特に、ディスプレイ２３に表示させる画像を回転させるという表示メモリ２１の大きな書
き換えを行わなければならない処理を、電源投入時のみに行うことによって、消費電力を
大幅に抑えることができる。携帯型オーディオプレーヤ１はバッテリー４３からの電力の
供給によって動作しており、より長時間の動作を再生可能にするためには、電力消費は極
力抑えなければならない。ユーザベネフィットを考えた際には、ＣＰＵパワーのかかる処
理の処理回数は極力抑える必要があり、本発明はこのようなバッテリーで動作するプレー
ヤなどにも有効である。
【００４６】
　［第２の動作例］
　以下、携帯型オーディオプレーヤ１が落下した場合の動作例を説明する。
　図９は、当該動作例を説明するためのフローチャートである。
【００４７】
　ステップＳＴ２１：
　処理回路３３は、加速度センサおよび重力加速度センサ３１から入力された加速度信号
Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｙ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオプレーヤ１が落下したか否かを判断し
、落下したと判断するとステップＳＴ２２に進む。
【００４８】
　ステップＳＴ２２：
　処理回路３３は、ステップＳＴ２１での判断に基づいて、落下検出信号Ｓ３３ａを制御
回路４７に出力する。
【００４９】
　ステップＳＴ２３：
　制御回路４７は、処理回路３３から落下検出信号Ｓ３３ａが入力されると、ヘッド１４
をヘッド退避部１５に退避させるように記録ディスクドライブ１１を制御する。
【００５０】
　以上説明したように、本実施例における携帯型オーディオプレーヤ１によれば、携帯型
オーディオプレーヤ１の電源がオフからオンに切り換わったことを条件に、携帯型オーデ
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ィオプレーヤ１の姿勢を検出し、それに応じた向きでメニュー画面をディスプレイ２３に
表示し、携帯オーディオプレーヤ１の電源がオフからオンに切り換わる以外の条件では、
携帯オーディオプレーヤ１の姿勢検出を行わない。
　そのため、携帯型オーディオプレーヤ１によれば、従来に比べて、ディスプレイ２３に
表示する画面の向きを切り換える回数が大幅に少なくなり、省電力化を図れる。
　特に、携帯型オーディオプレーヤ１をユーザがカバンなどに入れて歩きながら使用して
いるなどといった場合に、従来に比べて省電力化を図れる。
【００５１】
　＜第２実施形態＞
　本実施の形態が上述した第１実施の形態と違う点は、唯一、携帯オーディオプレーヤ１
の姿勢検出の際の制御回路４７による処理のみである。本実施の形態を説明する図を図１
０に示す。図１０のステップＳＴ３４において、制御回路４７は姿勢検出によって携帯オ
ーディオプレーヤ１の姿勢が検出されたか否かを判断する。姿勢が検出された場合にはス
テップＳＴ３５へと進む。姿勢が検出されなかった場合、例えば携帯型オーディオプレー
ヤ１が常に回されていた場合などは、ステップＳＴ３９へ進む。ステップＳＴ３９におい
て制御回路４７は前回終了時の表示画面の方向でメニュー画面を表示する。
　それ以外の部分については、第１の実施例において説明がなされているのでここでは省
略する。
【００５２】
　＜第３実施形態＞
　上述した実施形態では、図８に示すステップＳＴ１１のように、携帯型オーディオプレ
ーヤ１の電源がオフからオンに切り換わったことを条件に、携帯型オーディオプレーヤ１
の姿勢に応じた向きでの画面表示を行う場合を例示した。
　これに対して、本実施形態では、携帯型オーディオプレーヤ１におけるディスプレイ２
３の表示が、スクリーンセイバ画面から通常のメニュー画面に切り換わったことを条件に
、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に応じた向きでの画面表示を行う。
　図１１は、本実施形態の携帯型オーディオプレーヤ１における画面向き切り替え処理を
説明するためのフローチャートである。
【００５３】
　ステップＳＴ４１：
　携帯型オーディオプレーヤ１の制御回路４７は、表示メモリ２１に記憶させたメニュー
画面の画像データを用いてディスプレイ２３にメニュー画面が表示されるように制御を行
う。
【００５４】
　ステップＳＴ４２：
　携帯型オーディオプレーヤ１の制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の操作が
所定期間の間になされたか否かを判断する。所定期間操作がなされなかった場合には、ス
テップＳＴ３３へ進む。
【００５５】
　ステップＳＴ４８：
　携帯型オーディオプレーヤ１の制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の操作が
所定期間なされたかった場合、ディスプレイ２３に表示する画面を通常のメニュー画面な
どからスクリーンセイバ画面へ切り替える。
【００５６】
　ステップＳＴ４４：
　携帯型オーディオプレーヤ１の制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の操作が
なされたか否かを監視する。操作がなされた場合には、ステップＳＴ４５に進む。
【００５７】
　ステップＳＴ４５：
　携帯型オーディオプレーヤ１の制御回路４７は、加速度センサおよび重力加速度センサ
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３１の初期設定動作が開始されるように加速度センサおよび重力加速度センサ４１を制御
する。
【００５８】
　ステップＳＴ４６：
　加速度センサおよび重力加速度センサ３１は、初期設定動作終了後、Ｘ，Ｙ，Ｚ方向の
加速度を検出し、Ｘ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｘと、Ｙ方向の加速度を示す加速
度信号Ａ＿Ｙと、Ｚ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｚとを処理回路３３に出力する。
　処理回路３３は、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢が、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２
、ＳＴＡＴＥ３の何れであるかを検出する。
　処理回路３３は、上記検出した姿勢を示す姿勢検出信号Ｓ３３ｂを制御回路４７へ出力
する。
【００５９】
　ステップＳＴ４７：
　制御回路４７は、ステップＳＴ４６で検出された姿勢が所定期間保持されているかを判
断し、保持されていると判断された場合にはステップＳＴ４８に進む。また、姿勢が変化
されたと判断された場合には、再度ステップＳＴ４６に戻り携帯型オーディオプレーヤ１
の姿勢を検出する。
【００６０】
　ステップＳＴ４８：
　制御回路４７は、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ステップＳ
Ｔ３６で処理回路３３から入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレ
ーヤ１の姿勢に対応する表示向きを特定する。
【００６１】
　ステップＳＴ４９：
　制御回路４７は、表示メモリ２１に書き込んだスクリーンセイバデータを消去し、ディ
スプレイ２３に表示されているスクリーンセイバを終了させる。
【００６２】
　ステップＳＴ４１０：
　制御回路４７は、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ステップＳ
Ｔ３６で制御回路４７に入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレー
ヤ１の姿勢に対応する向きでメニュー画面が表示されるように、メニュー画面の画像デー
タを表示メモリ２１に書き込む。
　これによりディスプレイ２３には、スクリーンセイバに続いて、メニュー画面が表示さ
れる。
【００６３】
　ステップＳＴ４１１：
　制御回路４７は、処理回路３３から入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オー
ディオプレーヤ１の姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３に応じて、操作キー
Ｋ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の定義を割り当てることで、図７Ａ，図７Ｂ，図７Ｃに
示すように操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の定義を割り当てることで、操作キ
ーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能を切り換える。
　以後、処理回路３３は、携帯型オーディオプレーヤ１の電源が次にオフからオンに切り
換わるまで、携帯型オーディオプレーヤ１の落下検出のみを行い、姿勢検出は行わない。
【００６４】
　＜第４実施形態＞
　第４の実施形態は、携帯型オーディオプレーヤ１におけるＨＯＬＤキーＫ２０が解除さ
れたことを条件に、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に応じた向きでの画面表示切り換
えを行う。
　図１２は、本実施形態の携帯型オーディオプレーヤ１における画面向き切り換え処理を
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説明するためのフローチャートである。
【００６５】
　ステップＳＴ５１：
　携帯型オーディオプレーヤ１ａの制御回路４７ａは、図２に示すＨＯＬＤキーＫ２０が
解除されたか否かを判断し、解除されたと判断した場合は、ステップＳＴ５２に進む。
【００６６】
　ステップＳＴ５２：
　制御回路４７ａは、処理回路３３からの姿勢検出信号Ｓ３３ｂを基に、携帯型オーディ
オプレーヤ１の姿勢が図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１
、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３の間で切り換わったか否かを判断し、切り換わったと判断
した場合はステップＳＴ５３に進み、そうでない場合にはステップＳＴ５１に戻る。
【００６７】
　ステップＳＴ５３：
　制御回路４７ａは、ステップＳＴ５２で切り換わった姿勢に対応した向きに画面が表示
されるように、ディスプレイ２３に表示中の画面を切り換える。
【００６８】
　携帯型オーディオプレーヤ１ａでは、図１１で説明した機能と共に、第１実施形態でＦ
ＩＧ．８を用いて説明した機能に加えていてもよいし、図８を用いて説明した機能は備え
ていなくても良い。
【００６９】
　＜第５実施形態＞
　第５の実施形態では、携帯型オーディオプレーヤ１は、携帯型オーディオプレーヤ１に
おける操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の何れかが操作されたことを条件に、携
帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に応じた向きに画面表示を切り換えると共に、操作キー
の機能の切り換えを行う。
　図１３は、本実施形態の携帯型オーディオプレーヤ１における画面向きと操作キーの機
能の切り換え処理を説明するためのフローチャートである。
【００７０】
　ステップＳＴ６１：
　制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ
１４による入力がある否かを判断する。操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４による
入力があった場合は、ステップＳＴ６２へと進む。
【００７１】
　ステップＳＴ６２：
　制御回路４７は、どの操作キーが操作されたかという情報を、例えばメモリ４５のＲＡ
Ｍに保持する。
【００７２】
　ステップＳＴ６３：
　制御回路４７は、ステップＳＴ６１でなされた入力が、前回最後に入力がなされたとき
から所定時間経った後の入力であるか否かを判断する。所定期間経過した場合とは、ユー
ザの一貫した入力操作が終了した場合と判断できる。このため、ステップＳＴ６１でなさ
れた入力が、前回最後に入力がなされたときから所定期間経過していた場合には、ステッ
プＳＴ６１でなされた入力は、新たな入力操作の始まりであると考えられる。この場合、
制御回路４７は、表示を携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に合わせて切り換えた方が良
いと判断し、ステップＳＴ６４に進む。
【００７３】
　ステップＳＴ６４：
　制御回路４７は、携帯型オーディオプレーヤ１の加速度センサ及び重力加速度センサ３
１に初期設定動作を開始させる。
【００７４】
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　ステップＳＴ６５：加速度センサおよび重力加速度センサ３１は、初期設定動作終了後
、Ｘ，Ｙ，Ｚ方向の加速度を検出し、Ｘ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｘと、Ｙ方向
の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｙと、Ｚ方向の加速度を示す加速度信号Ａ＿Ｚとを処理回
路３３に出力する。
　処理回路３３は、加速度信号Ａ＿Ｘ，Ａ＿Ｚを基に、携帯型オーディオプレーヤ１の姿
勢が、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示す姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２
、ＳＴＡＴＥ３の何れであるかを検出する。
　処理回路３３は、上記検出した姿勢を示す姿勢検出信号Ｓ３３ｂを制御回路４７に出力
する。
【００７５】
　ステップＳＴ６６：
　制御回路４７は、ステップＳＴ６５で検出された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが所定期間保持
されているかを判断し、保持されていると判断された場合にはステップＳＴ６７に進む。
また、姿勢検出信号Ｓ３３ｂが変化されたと判断された場合には、再度ステップＳＴ６５
に戻り携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢を検出する。
【００７６】
　ステップＳＴ６７：
　制御回路４７は、図５（Ａ）～（Ｃ），図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ステップＳ
Ｔ６５で処理回路３３から出力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オーディオプレ
ーヤ１の姿勢に対応する表示部への表示向きを特定する。
【００７７】
　ステップＳＴ６８：
　制御回路４７は、特定された向きでメニュー画面が表示されるように、メニュー画面の
画像データを表示メモリ２１に書き込む。
　これにより、ディスプレイ２３に、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に対応した向き
のメニュー画面が表示される。
【００７８】
　ステップＳＴ６９：
　制御回路４７は、処理回路３３から入力された姿勢検出信号Ｓ３３ｂが示す携帯型オー
ディオプレーヤ１の姿勢ＳＴＡＴＥ１、ＳＴＡＴＥ２、ＳＴＡＴＥ３に応じて、操作キー
Ｋ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の定義リストである図７（Ａ）～（Ｃ）の何れかを生成
し割り当てることで、操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能を切り換える。
【００７９】
　ステップＳＴ６１０：
　制御回路４７は、ステップＳＴ６１で入力された操作キーがＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、
Ｋ１４の何れかであったかを情報としてステップＳＴ６２で保持している。ステップＳＴ
７０において、制御回路４７は、ステップＳＴ６２で保持した操作キーに割り当てられて
いる機能を実行する。ここで実行する操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の機能は
、ステップＳＴ６９において定義が割り当てられ機能が切り換えられた後の機能である。
　例えば、ステップＳＴ６１で入力された操作キーがＫ１１だったとすると、ステップＳ
Ｔ６１０では、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に対応して操作キーＫ１１、Ｋ１２、
Ｋ１３、Ｋ１４の定義が割り当てられた後のＫ１１の機能を実行する。
　なお、ステップＳＴ６１での入力が複数であった場合、例えばＫ１１とＫ１２が入力さ
れたとすると、ステップＳＴ６１０においては、定義が割り当てられた後のＫ１１とＫ１
２の機能を実行する。
【００８０】
　以後、処理回路３３は、携帯型オーディオプレーヤ１の電源が次にオフからオンに切り
換わるまで、携帯型オーディオプレーヤ１の落下検出のみを行い、姿勢検出は行わない。
【００８１】
　本発明は上述した実施形態には限定されない。
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　すなわち、当業者は、本発明の技術的範囲またはその均等の範囲内において、上述した
実施形態の構成要素に関し、様々な変更、コンビネーション、サブコンビネーション、並
びに代替を行ってもよい。
　例えば、上述した実施形態では、本発明を携帯型オーディオプレーヤに適用した場合を
例示したが、携帯電話、ＰＤＡ、ゲーム機、ラジオなどその他の再生装置に本発明を適用
してもよく、再生されるデータが楽曲データ、画像データ、動画データ等のコンテンツデ
ータであってもよい。また、データを再生できる装置であって、少なくとも表示手段と操
作手段を備え装置本体の向きが変わった際に設定の切り換えを行うと便利な装置であれば
、本発明を適用することができる。
【００８２】
　また、上述した実施形態では、本発明の姿勢検出手段として、加速度センサおよび重力
加速度センサ３１を用いた場合を例示したが、その他、金属球が、複数の圧電素子のうち
、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢に対応する圧電素子に接触し、その接触を電気的に
検出して、携帯型オーディオプレーヤ１の姿勢を検出する構成にしてもよい。
【００８３】
　また、上述した実施形態では、ディスプレイ２３に表示する画面の切り換えに応じて、
十字キーＫ１の操作キーＫ１１、Ｋ１２、Ｋ１３、Ｋ１４の定義を割り当てることで機能
を図７（Ａ）～（Ｃ）に示すように切り換える場合を例示したが、ＳＥＲＣＨ／ＭＥＮＵ
キーＫ２、停止キーＫ３、音量増キーＫ４、音量減キーＫ５の機能を切り換えてもよい。
【００８４】
　また本発明によれば、再生装置の姿勢に応じて画像の向きを制御でき、しかも消費電力
を従来に比べて抑えることができる。
【００８５】
　また本発明によれば、再生装置の姿勢に応じて操作キーの定義を切り換えることで、操
作キーの機能を切り換えることができ、ユーザは重力加速度方向を基準として常に一定方
向へ操作キーを操作すれば、常に同じ機能を実行することができる。
【００８６】
　また本発明によれば、所定の条件下でのみ再生装置の姿勢を検出し、検出された再生装
置の姿勢に応じて再生装置の設定を切り換える。このため、無駄な設定の切り替えを行う
ことがないため、消費電力を従来に比べて抑えることができる。
【符号の説明】
【００８７】
　１…携帯型音楽プレーヤ、１１…記録ディスクドライブ、１３…記録ディスク、１５…
ヘッド退避部、１６…再生処理回路、１７…オーディオ出力部、１８…ヘッドフォン端子
、２１…表示メモリ、２３…ディスプレイ、２４…表示部、３１…加速度センサおよび重
力加速度センサ、３３…処理回路、３４…姿勢検出部、３５…落下検出部、４１…操作キ
ー、４３…バッテリー、４５…メモリ、４７…制御回路、４８…電源回路、
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